
第１８回 
木曽三川下流部船舶対策協議会 
 
   

平成３１年３月１２日 

国土交通省 中部地方整備局 

木曽川下流河川事務所 
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１．不法係留船対策スケジュール 
２．廃船調査・処理の状況 
３．重点的撤去区域における対策 
  （桑名市長島町西川地先から船頭平閘門木曽川水路） 
４-１．重点的撤去区域における対策 
  （海津市海津町油島地先） 
４-２．簡易代執行結果報告 
５．船舶の係留を一時的に認めている変形護岸 
６．放置禁止指定 
７．変形護岸係留許可船舶の適正な管理 
８．不法係留船対策に係る実施事項 
９．来年度の協議会の予定 

議事等



１．不法係留船対策スケジュール 
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新規係留候補地検討（海津市、河川管理者） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平成３０年度 

 広報〔市町広報紙、ﾘｰﾌﾚｯﾄ配布、ホームページ〕 
  
 是正指示〔警告文書送付〕 

移動先の方針検討(桑名市、愛西市、河川管理者） 

 
廃船調査１２隻及び処理 
９隻 
 

行政代執行準備 
〔自主撤去指導〕 
（河川管理者） 

協議会 第１８回 第１９回 第２０回 

平成３1年度 

 
廃船調査及び処理１０隻予定 
 

簡易代執行準備〔看板設置、工法検討〕（河川管理者）  公告 自主撤去  実施 

指示書 指示書 

指示書  監督 
 処分 戒告書 代執行 

令書 
 実施 

簡易代執行〔看板設置、工法検討〕（河川管理者）  公告 自主撤去  実施 

行政代執行準備 
〔自主撤去指導〕 
（河川管理者） 

指示書 指示書 

指示書  監督 
 処分 戒告書 代執行 

令書 
 実施 



２．廃船調査・処理の状況 
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１）現在までの調査・処理状況 

○廃船対象１２隻のうち１２隻全てに 
  ついて調査 
 
○公告看板、警告看板を設置 
 
○現時点での廃船処理数は９隻  
 
○専門家による意見徴収 

２）来年度の予定 

○廃船予定の船舶１０隻について調査 
 
○廃船処理の実行 
 
 

：廃船箇所 

揖斐川右岸6.8k付近 

揖斐川左岸7.8k付近 
長良川左岸7.8k付近 

長良川左岸7.0k付近 

木曽川右岸8.4k付近 



２）スケジュール 
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年度 平成３０年度 平成３１年度 

桑名市 
愛西市 

新規係留施設 
の候補地調整 
 （木曽川左・右岸） 
 
 
 
 

河川管理者 

桑名市、愛西市の動きを 
フォローアップ 
 
H30.5 行政代執行 
     予算要求 

                        H31.12 行政代執行 
                        H31.12 簡易代執行 

３．重点的撤去区域における対策 
  （桑名市長島町西川地先から船頭平閘門木曽川水路） 

並行して漁協へ、変形護岸等への 
移動を継続的に説得する  

○H30.5.11.    国、桑名市打合せ  ○H31.2. 7  国、愛西市打合せ 
○H30.10.16   国、愛西市打合せ  ○H31.2.18  国、桑名市、漁協打合せ 
○H30.12.27   国、桑名市打合せ 
○H31.1.24.    国、桑名市打合せ 
     
        
 

１）現在までの検討状況 



４-１．重点的撤去区域における対策 
  （海津市海津町油島地先） 

１）現在までの検討状況 
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○H30.3.5        国、海津市、海津漁協 現地確認 
○H30.3.16     国、海津市、海津漁協 打合せ 
○H30.5.17     国、海津市 現地確認  
○H30.10.17     国、海津市 打合せ 
○H31.2.13     国、海津市、海津漁協 現地確認 

２）スケジュール 

年度 Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ 

海津市 計画決定  
  予算要求 

 
 施工・移動 

河川管理者 H30.10 
公告・現地看板 
H30.12 
簡易代執行 
(所有者不明船１隻） 

 
 
簡易代執行予定
行政代執行予定 

 
 

  
 
 
 

 
 



４-２．簡易代執行結果報告 
  （海津市海津町油島地先） 

１）概要 
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 ２）撤去及び保管状況 

重点的撤去区域である海津市海津町油島に 
おいて、河川法第75条第3項に基づき、所有者 
不明の船舶1隻を撤去。 

 
   公告日：平成30年10月31日(水） 
代執行宣言：平成30年12月11日(火） 
  船体調査：平成30年12月11日(火） 
  船舶撤去：平成30年12月12日(水） 
 

  
 
 
クレーンにて撤去後、愛西市福原新田町の資材 
置場までトラックにて運搬。 
6ヵ月保管し、所有者が現れなければ、所有権が 
国に帰属。 
  
保管公示日：平成30年12月12日(水） 
官報公示日：平成31年  1月25日(金） 

 
 

簡易代執行（船舶撤去）の場所 
揖斐川左岸１３．７ｋ附近 
（海津市海津町油島地先） 

船舶撤去状況 

船舶保管状況 



５．船舶の係留を一時的に認めている変形護岸 
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１）概要 

 河川工事の支障となった船舶の移動先として、国が整備し、桑名市が占用許可
を受けて管理を行っている変形護岸。 
 上之輪新田、下深谷部（城の堀）、下深谷部（野球場前）、上之郷の４箇所 
 プレジャーボートについては係留期間を１０年間と定めたものの、現在もそのほ
とんどは移動が行われず係留が続いているため、第二次計画において、占用者
は計画的に是正指導を行い、平成３４年度までに移動完了するものとしている。 
 
○H31.2.19  国、桑名市打合せ 
 

２）移動完了までのスケジュール 

年度 Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ 

桑名市 船舶所有者に船舶
移動の通知又は説
明会を検討 

移動完了 

河川管理者 桑名市の動きをフォ
ローアップする。 
 

 
 



６．放置禁止指定 
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１）現在の状況 

２）今後の実施方針 

○木曽川下流管内の不法係留船近くの堤防坂路・階段などに 
 周知看板設置完了 
 

○放置禁止指定のリーフレットを各県市町、海上保安部、警察 
 署、日本小型船舶機構に配布完了 
 
○重点的撤去区域の放置船舶所有者に対し、警告文書を送付 
 し、是正指導を行う。 
 
 

○ホームページを活用した広報活動 
 
 
 



７．変形護岸係留許可船舶の適正管理 
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係留船実態調査表及び係留
船舶撮影写真 
 

ナンバープレートの貼付 維持管理計画書への
記載(避難方法、浚渫
等） 

実態調査表及び船舶写真について
は取りまとめ中 

ナンバープレートの貼付を依頼中 記載方法について検討中 

実態調査表は提出済み 
船舶写真は取りまとめ中 

ナンバープレートの貼付を依頼中 記載方法について検討中 

 

実態調査表及び船舶写真提出済み 一部を除きナンバープレート貼付済み 
 

記載方法について検討中 
 

実態調査表及び船舶写真提出済み ナンバープレート貼付済み 記載方法について検討中 

 

 

実態調査表及び船舶写真提出済み ナンバープレート貼付済み 
 

記載方法について検討中 
 

実態調査表及び船舶写真提出済み ナンバープレート貼付済み 記載方法について検討中 

 実態調査表及び船舶写真提出済み 
 

一部を除きナンバープレート貼付済み 
 

記載方法について検討中 

実態調査表及び船舶写真提出済み 一部を除きナンバープレート貼付済み 記載方法について検討中 
 

    ：第17回協議会 
     
    ：第18回協議会 
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情報の共有 

              整理・集約の実施 

国土交通省 県・市町 警察・海上保安庁 

係
留
・保
管
の
適
正
化 

強
制
的
な
撤
去
措
置
の
実
施 

係
留
・ 

保
管
施
設 

計
画 

対
策
の
実
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木曽三川下流部全川における船舶調査 

重点的撤去区域における強制的な撤去措置に係る年次計画の立案 

措置の公示 

措置の実施 措置への協力 

維持管理計画書の作成 
・係留船舶の管理 ・権利譲渡等の監視 
・係留施設の維持管理 ・避難場所、方法等  

変
形
護
岸 

恒
久
施
設 

維持管理計画書に基づく管理 
・不法係留船の指導 ・しゅんせつ等の実施 

係留船舶状況等を基にした整理・集約方針の検討 

評
価 

改
善 

対策の評価 ・重点的撤去区域の監視 ・重点的撤去区域以外の河川区域の指導 

プレジャーボートの既存施設への移動支援 

民間活力等による事業スキーム等の検討 

計
画 

対
策 

評
価 

改
善 

係留船舶実態調査の実施 
・係留船舶調査    ・所有者情報等の把握 

計
画 陸上保管等の推進 

自己責任の徹底、水域利用者に向けたルールやマナーの遵守等についての意識啓発活動及び広報活動の実施 

条例制定に向けた検討 

指導・監視 

水域利用 
の秩序の確立 

計画の見直し ・重点的撤去区域の追加 ・年次計画の見直し 

船舶利用者への指導 

情報の共有 

係留船舶の実態把握 
・占用者による調査結果等の把握 

放置禁止指定 

利用実態等の調査の実施 

・H30油島地先の簡易代執行の準備 
・H31西川・木曽川水路の行政代執行の準備 

・H30.5.7施行 

・H30.10油島地先の簡易代執行の公告 

・H30.12.11～12油島地先にて簡易代執行を実施(対象船舶1隻) 

・簡易代執行のため対象なし 

・H30.12.11～12油島地先にて簡易代執行への協力 ・H30.12.11～12油島地先にて簡易代執行への協力 

・廃船処理9隻 

・通年：河川巡視により船舶調査を実施 

・H30.9台風21号時等の洪水時の船舶状況の監視・指導 

・記載内容について検討 ・H30.5～10変形護岸の利用実態調査の実施 

・実態調査表、船舶写真の取りまとめ 
・ナンバープレートの貼り付け 

・放置禁止指定のリーフレットを関係者に配布 
・放置禁止指定の啓発看板設置、ホームページ掲載 

・放置禁止指定について広報誌に掲載 
・放置禁止指定のリーフレット配置 

・放置禁止指定のリーフレット配置 

・全国の自治体の先進的な事例を収集 

単独実施 

分担実施 

共同実施 

：各該当機関が役割毎に実施する項目 

：各該当機関がそれぞれ実施する項目 ：該当機関同士が連携して実施する項目 

凡  例 

赤字 ：各該当機関の平成３０年度の実施事項 

・実態調査表、船舶写真の取りまとめ結果の精査 

８．不法係留船対策に係る実施事項 
実施事項の概要 

・漁船の移動について漁協と協議 

・H31.2船舶の係留を一時的に認めている変形護岸について市と協議 



９．来年度の協議会の予定 
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○重点的撤去区域（西川・木曽川水路）における不法係留船 

  移動先の検討及び行政代執行、簡易代執行 

 

○重点的撤去区域（海津市海津町油島）における不法係留船 

  移動先の検討及び行政代執行、簡易代執行 

 

○第２次計画実施事項のフォローアップ 

 

○放置禁止指定のホームページによる広報活動 

 

来年度は上記内容を中心に検討を行うため、協議会を 

３回程度開催する予定 
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